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1. 環境経営方針

環 境 経 営 方 針

一般財団法人山形県理化学分析センターは、環境、衛生、医薬品など

の検査、分析および環境アセスメント調査業務を通して、人々の健康を

保ち、生物多様性の保全及び循環型社会の推進など自然と人間との調和

ある共存に貢献します。また、事業活動に伴う環境への負荷を削減する

ため、役職員全員が環境経営システムへの理解を深め、以下の活動に取

り組みます。

活 動 方 針

1. 業務の効率化を図り、作業時間とエネルギーを削減します。

2. 分析等で使用した器具機材は、可能な限り再資源化に努め、廃棄物
を削減します。

3. 環境負荷の少ない製品やサービスを調達します。

4. 多くの人に環境への理解をより深めてもらうため、「美しい地球環
境講座」などの環境教育に取り組みます。

5. 環境ボランティア活動への参加を通して、社会貢献活動に努めます。

6. 環境関連法規などを遵守します。

7. 環境経営システムを定期的に見直し、継続的に改善します。

一般財団法人山形県理化学分析センター

理 事 長 大 泉 茂

制 定 ２００６年（平成１８年）１２月 ８日

改 訂 ２０２４年（令和 ６年） ４月 １日
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2. 組織概要

（1）事業所名及び代表者名

（2）所在地

（3）設立年月日

（4）環境管理責任者

（5）設立趣意

（6）事業規模（2025年3月31日現在）

（7）対象範囲および対象サイト

県衛生研究所はじめ県立山形工業試験場等公的機関でのみ行っていた各種公
害の調査分析を補完するとともに、生活環境の汚染に係るより精密な分析能
力を培い、さらに各種講習会等を開催して公害防止技術の習得及び公害防止
意識の啓蒙を図り、もって公害の防止に資するため。

総務グループ 松本 義文 ℡０２３－６４５－５３０８

昭和４７年３月２８日（一般財団法人登記 平成２２年６月１８日）

山形 〒９９０－２４７３ 山形県山形市松栄一丁目６番６８号
仙台 〒９８２－０００３ 宮城県仙台市太白区郡山字谷地田東１４番１９号
飯塚 〒９９０－０８４５ 山形県山形市飯塚町１３５番地の１４

一般財団法人山形県理化学分析センター
理事長 大泉 茂

基本財産 1億7,283万円
役職員数 57名（内、派遣2名）

全組織における環境、衛生、医薬品の検査・分析及び調査業務

（8）エコアクション21実施体制図

環境推進委員会

・常務理事（委員長）
・事務局長
・部長
・グループリーダー
・リーダー

事務局長(検査グループ技師)

代表者（理事長）

代表補佐（常務理事）

事務局員(環境推進員が兼務)

環境管理責任者(総務部部長)

グループ管理者(各グループリーダー)

環境推進委員(事務局員として兼務)

職 員

事 務 局
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3. 事業内容

飲料水検査

上水道、簡易専用水道、
ミネラルウォーター類、井
戸水、プール水、浴槽水な
ど各種法令に基づいた水質
検査を行っています。

医薬品検査

医薬品用の主/副原料の
理化学試験、微生物試験
製剤の安定性試験、また
高薬理活性物質の試験受け
入れも行っています。

食品検査

輸入食品の製品検査、残
留農薬検査、栄養成分、添
加物の分析、異物検査など
を行っています。

浄化槽検査

山形県内の浄化槽法定検
査を行っています。

生活環境調査

大気質調査、騒音・振
動・低周波測定、交通量調
査、放射線量調査などをは
じめとした調査を行ってい
ます。

自然環境調査

動植物の調査や、生態系
の上位に位置する猛禽類の
調査も行っています。

住宅性能調査

住居における空気音遮断
性能、床衝撃性能、室内静
謐性能の測定、室内空気中
化学物質の測定などを行っ
ています。

各種計量分析

河川、農業用水、工業用
水などの水質分析、騒音・
振動測定、悪臭の分析、作
業環境測定などを行ってい
ます。

関連する主なSDGs
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※1．2022年度（令和4年度）実績値を基準年度とする

活動項目
環境経営目標

目標項目 基準数値※1 単位
2024年度
目標

2025年度
目標

2026年度
目標

備考
数値目標 活動目標

1 電力使用量の維持
使用量を出来るだけ抑
える

維持 電力の使用量
217,027 kWh 217,027 217,027 217,027 山形

9,267 kWh 9,267 9,267 9,267 仙台

2
都市ガス・LPG使用量の
低減

使用量を出来るだけ抑
える

維持
都市ガス使用量 25,448 ㎥ 25,448 25,448 25,448

LPG使用量 10.56 kg 10.56 10.56 10.56

3
ガソリン・軽油の使用量
の維持

使用量を出来るだけ抑
える

維持
ガソリンの使用量 19,353 L 19,353 19,353 19,353

軽油の使用量 5,655 L 5,655 5,655 5,655

4 二酸化炭素排出量の維持 － 維持 二酸化炭素排出量 233,861※2 kg-CO₂ 233,861 233,861 233,861

5 上水道使用量の維持
使用量を出来るだけ抑
える

維持 上水道の使用量 1,749 ㎥ 1,749 1,749 1,749

6 一般廃棄物排出量の削減
リサイクル率を毎年
82％以上とする

リサイクル率の向上 一般廃棄物の排出量 80.3 ％
リサイクル率
82％以上

リサイクル率
82％以上

リサイクル率
82％以上

7 産業廃棄物排出量の削減
リサイクル率を毎年
60％以上とする

リサイクル率の向上 産業廃棄物の排出量 58.0 ％
リサイクル率
60％以上

リサイクル率
60％以上

リサイクル率
60％以上

8
環境保全活動の推進およ
び5S運動の実施

年間1,800ポイント以
上獲得する

各個人ポイント増加
全職員が積極的に環境保全活
動・5S活動に取り組む（ポイ
ント獲得制）

－ ー
1,800

ポイント以上
1,800

ポイント以上
1,800

ポイント以上

9
浄化槽法定検査実施率の
維持

実施率の向上に努める。
年間申込数の完全消化
（積み残し0）

浄化槽法定検査実施
率の維持

浄化槽法定検査の年間検査基
実施率を向上させる

70.3 % 70％以上 70％以上 70％以上

10 化学物質の適正な管理
上位5品目の使用量が
1,000kg以下であるこ
とを監視する

PR-TR制度対象物質の
監視

対象物質使用量の継続的監視
継続的監視
1,000kg以下

ー 1,000kg以下 1,000kg以下 1,000kg以下

11 環境教育の実施
毎年12回以上環境教育
を実施する

環境教育の実施
学校及び市民団体などを対象
に、環境教育を実施する

12 回 12回実施 12回実施 12回実施

4. 環境経営目標

※2．電力の二酸化炭素排出計数は、0.457kg-CO²/kＷh(東北電力 2022年度) 、0.527kg-CO²/kＷh(オリックス 2022年度)を使用



5. 環境経営計画

6※次年度の経営計画は、2023年度と同程度が見込まれている
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6. 環境経営目標および環境経営計画の実績

■ 二酸化炭素排出量

2024年度電気使用量の累積変化（山形）

■ 電 力

活動目標 所在 目標値 実績値 達成状況 評価

電力使用量の維持

山形 217,027 kWh 268,932 kWh 23.9％超過 未達成

仙台 9,267kWh 9,817 kWh 5.9％超過 未達成

飯塚※2 - 13,915 kWh - -

活動目標 目標値 実績値 達成状況 評価

二酸化炭素排出量の低減
233,861 
kgCO2

228,088 
kgCO2

97.53％ 達成

都市ガスから電力への転換により、総排出量は減少していると考えられる。2024年10月から飯
塚支所が開設されたため、半年間の運用により2025年度の目標設定を考えている。

2024年度 二酸化炭素排出量の変化 2024年度 二酸化炭素排出量の内訳
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※1.電力の二酸化炭素排出係数は、0.457kg-CO²/kＷh(東北電力 2022年度) を使用

2024年度電気使用量の累積変化（仙台）
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(kgCO2)

山形本部においては、4月以降に電気エアコンに更新したため、大幅な電力使用量の超過となっ
ている。その他支所においても引き続き節電に努めたい。
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■ ガソリン・軽油

活動目標 区分 目標値 実績値 達成状況 評価

ガソリン・軽油の
使用量の維持

ガソリン 19,353 L 20,408 L 5.4％超過 未達成

軽油 5,655 L 5,047 L 89.2％ 達成

2024年度ガス（LPG）使用量の累積変化2024年度ガス（都市ガス）使用量の累積変化

活動目標 区分 目標値 実績値 達成状況 評価

ガス使用量の低減
都市ガス 25,448 m3 14,925 m3 58.6％ 達成

LPG 10.56 kg 13.87 kg 31.3％超過 未達成

都市ガスは、ガスヒートポンプ（GHP）1台が修理不能となり、4月以降稼働していないことから、
使用量が大幅に減少している。LPGについては、年間消費量が少量であるため、引き続き推移を注
視する。

2024年度軽油使用量の累積変化2024年度ガソリン使用量の累積変化

■ ガ ス
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ガソリンが目標値を5.4％上回ったものの、軽油は89.2％に留まり、総量としては、概ね計画ど
おりに推移している。今後も業務量の変動を踏まえつつ、適正な燃料使用の維持に努める。

(L) (L)



■ 上水道

活動目標 目標値 実績値 達成状況 評価

上水道使用量の低減 1,749 m3 1,867 m3 6.7％超過 未達成

2022年度（令和4年度）を基準年度とし、使用水量の維持に努めた。目標に対し、約6.7％超過
しており、目標を達成していない。引き続き節水に努めていきたい。

■ 一般廃棄物物・産業廃棄物

活動目標 目標値 実績値 達成状況 評価

一般廃棄物
リサイクル率※3の向上

82.0％ 75.8％ ー 未達成

月ごとにリサイクル率の上下動があるが、目標値前後で推移している。引き続き各種廃棄物のリ
サイクルに努める。

2024年度産業廃棄物排出量の累積変化2024年度一般廃棄物排出量の累積変化

活動目標 目標値 実績値 達成状況 評価

産業廃棄物
リサイクル率※3の向上

60.0％ 55.3％ ー 未達成

※3.リサイクル率（再資源化量）/（総排出量）

※4.一般廃棄物および産業廃棄物に関しては四半期ごとに集計している

※1.）水道使用量に関しては2か月に1回集計2024年度水道使用量の累積変化
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■ 環境保全活動の推進及び５Ｓ運動の実施

NPO法人環境生態工学研究所（E-TEC）様と共同で、「美しい地球環境講座」を定期的に開催し

ております。学識経験者の方を講師としてお招きし、当職員だけでなく、外部の皆様にも環境教
育の機会を提供しています。第13回では、講師の先生や参加者の皆様とともに芋煮会を実施いた
しました。そのほかには、山形県工業高校を訪問し、調査で使用するドローンを持ち込み、操作
方法や業務での活用事例について説明を行いました。宮城県松島町の松島高校にも講師として伺
い、松島湾の藻場再生活動に関する講義や、環境調査業務についての説明なども実施しました。

エコポイント活動投票BOX
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美しい地球環境講座の様子(2)

社外の清掃活動(1) 社外の清掃活動(2)

美しい地球環境講座開催実績

実施日 名称 場所 参加数※5

第11回（3/16）
柴田 洋雄（美しい山形・最上川
フォーラム）

元気な山形づくりを目指して 30名(9名)

第12回（6/15）
松八重 一代（東北大学大学院環境
科学研究科教授）

気候変動に適応した食のサプライ
チェーンの実現にむけて

36名(10名)

第13回（11/9）
笠原 義正（株式会社萬屋薬局 学
術顧問、山形大学および山形調理師
学校 非常勤講師）

山の幸に注意-植物性自然毒について- 40名(24名)

※5.参加者数（カッコ）内は、当センター職員の参加者数

美しい地球環境講座告知ポスター
（環境生態工学研究所様 作成）

高校生への講義の様子 高校生にドローンの説明

美しい地球環境講座の様子(1)



■ 浄化槽法定検査

活動目標 目標値 実績値 達成状況 評価

浄化槽法定検査実施率の維持 70％以上
71.9％

（15,783基）
- 達成

浄化槽の設置基数は毎年減少傾向にあることから、昨年度と同程度の実績を維持できれば、実
績率は向上する見込みであり、計画は順調に推移している。

■ 化学物質

活動目標 目標値 実績値 達成状況 評価

化学物質の適正な管理
（PR-TR制度対象物質の使用量）

継続的監視
1,000 kg以下

81.84kg - 達成

当センターで監視対象としている特定化学物質は、「ノルマルヘキサン」が当センターの最大の
排出量となり、年間で81.84kg使用している。なお、法改正により監視対象物質に変更があった。
現在対象物質を調査中である。
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■ 環境教育

活動目標 目標値 実績値 達成状況 評価

環境教育の実施 10回実施 18回 - 達成

毒物劇物取扱者関係講習、酸素欠乏・硫化水素危険作業主任者講習などの講師を派遣しております。

毒物劇物取扱者関係講習講師派遣



■ 環境教育（活動実績詳細）
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実施日 名称 場所

5月10日
一般社団法人山形県労働基準協会連合会主催
酸素欠乏・硫化水素危険作業主任者講習

山形ビッグウイング

7月2日 松島高校観光課『松島フォーラム』 松島町文化観光交流館

7月5日 山形工業高校出張授業 山形工業高校

7月12日
一般社団法人山形県労働基準協会連合会主催
酸素欠乏・硫化水素危険作業主任者講習

山形ビッグウイング

7月29日～31日 毒物劇物取扱者受験準備講習（山形県薬剤師会） 山形県産業創造支援センター

8月1日～2日 毒物劇物資格講座 山形県農林大学校

8月7日 毒物劇物取扱者受験準備講習（JA全農やまがた） 庄内JAビル

8月9日 毒物劇物取扱者受験準備講習（JA全農やまがた） 協同の杜JA研修所

9月4日 山形県浄化槽管理士研修 山形県産業創造支援センター

9月13日
一般社団法人山形県労働基準協会連合会主催
酸素欠乏・硫化水素危険作業主任者講習

山形ビッグウイング

10月3日 「浄化槽の日」研修会 山形県産業創造支援センター

11月1日
一般社団法人山形県労働基準協会連合会主催
酸素欠乏・硫化水素危険作業主任者講習

酒田市総合文化センター

11月3日～31日
課題研究
『Matsushima観光都市デザイン 観光とSDGs』（全
7回のうち3回）

宮城県松島高校

11月21日
山形市保健所『令和6年度HACCP講習会』
（菓子製造、そうざい製造業対象）

霞城セントラル

1月27日
山形市保健所『令和6年度HACCP講習会』
（一般的な飲食店営業対象）

霞城セントラル

2月6日
独立行政法人環境再生保全機構 地球環境基金
組織基盤研修 講師

オンライン開催

2月7日 PFAS全般について 山形市消費者連合会

2月21日
一般社団法人山形県労働基準協会連合会主催
酸素欠乏・硫化水素危険作業主任講習

山形ビッグウイング

講師派遣



■ 社外での活動一部紹介

〇 環境NPOとの共同活動、環境ボランティアへの参加

NPO法人環境生態工学研究所（E-TEC）が実施する「松島湾藻場再生活動イベント（宮城県）」
に、スタッフとして参加しました。これは、震災により消失したアマモ場の再生を目指す取り組
みの一環です。また、同団体による「森と海を結ぶ復元活動ボランティア（旧松尾鉱山跡地・岩
手県）」にも参加しました。さらに、由良海岸で開催された「庄内海岸クリーンアップ活動（主
催：山形県環境保全協議会）」やアルカディアソフトパーク内で実施されたスポGOMI大会に参加
しました。ゴミ拾いをスポーツとして楽しみながら環境美化に貢献いたしました。

松島湾藻場再生活動（展示生物の説明） 旧松尾鉱山跡地における育種活動
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庄内海岸クリーンアップ活動（由良海岸）

〇 TV番組の撮影協力

TV局・番組名 放送域 内容

フジテレビ
「めざまし8（エイト）」

全国
海域の温暖化と千葉県のサンゴについて
(Youtube: https://www.youtube.com/watch?v=-uu6xTBKdsA )

ミヤギテレビ
「OHバンデス」

宮城県
【うみのチカラ】水族館と共同イベント実施！！"幻の生きもの“ を大
調査？！サンゴタツ？？？ 【バンデス】
(Youtube: https://www.youtube.com/watch?v=jCi5vwUqkpQ&t=59s )

当センターの知名度向上と対応項目の多様性を示すために、TV番組をはじめとしたマスコミへ
の番組制作協力に対応しております。次年度もサンゴや熱帯性の生物の撮影協力を行います。

アルカディアソフトパーク内でのスポGOMI大会

https://www.youtube.com/watch?v=-uu6xTBKdsA
https://www.youtube.com/watch?v=-uu6xTBKdsA
https://www.youtube.com/watch?v=-uu6xTBKdsA
https://www.youtube.com/watch?v=-uu6xTBKdsA
https://www.youtube.com/watch?v=-uu6xTBKdsA
https://www.youtube.com/watch?v=-uu6xTBKdsA
https://www.youtube.com/watch?v=-uu6xTBKdsA
https://www.youtube.com/watch?v=-uu6xTBKdsA
https://www.youtube.com/watch?v=-uu6xTBKdsA
https://www.youtube.com/watch?v=-uu6xTBKdsA
https://www.youtube.com/watch?v=-uu6xTBKdsA
https://www.youtube.com/watch?v=jCi5vwUqkpQ&t=59s
https://www.youtube.com/watch?v=jCi5vwUqkpQ&t=59s
https://www.youtube.com/watch?v=jCi5vwUqkpQ&t=59s
https://www.youtube.com/watch?v=jCi5vwUqkpQ&t=59s
https://www.youtube.com/watch?v=jCi5vwUqkpQ&t=59s
https://www.youtube.com/watch?v=jCi5vwUqkpQ&t=59s
https://www.youtube.com/watch?v=jCi5vwUqkpQ&t=59s
https://www.youtube.com/watch?v=jCi5vwUqkpQ&t=59s
https://www.youtube.com/watch?v=jCi5vwUqkpQ&t=59s
https://www.youtube.com/watch?v=jCi5vwUqkpQ&t=59s
https://www.youtube.com/watch?v=jCi5vwUqkpQ&t=59s


■ 適用となる 環境関連法規等とその遵守状況

7. 環境関連法規等の順守および評価、訴訟等の有無

〇 水質汚濁防止法、下水道法

水質を守る事のお手伝いが本業です。当センターから排出される、下水道排出水や有害排水処理
水を毎月定期的に測定し、監視しております。

〇 大気汚染防止法、悪臭防止法

試験検査室のドラフトチャンバー等は、スクラバを使用し、適正な管理運用をしております。
スクラバ排水も定期的に測定を行って確認しております。

〇 毒物劇物取締法、化学物質排出把握管理促進法

毒劇物の購入量及び使用量を把握し、管理を行っています。使用量が最も多い化学物質に関して
も届出を要する排出量を下回っていることを確認しております。

〇 廃棄物の処理及び清掃に関する法律

ごみ減量化、再資源化に取組み、マニフェストの管理状況等も含め適切な管理を行っております。

■ 法令違反 ・訴訟等の有無

これら環境関連法規への違反事例、訴訟等は環境経営マネジメントシステムを導入以降ありませ
ん。当センターでは環境経営活動を行うにあたり、該当する環境関連法規ごとに規程と手順書を
整備し、 自主管理を適正に行っております。

8. 全体の評価と見直し

■ 運営管理者のコメント

① 2024年度の実績を基準とし、「原単位」での目標設定を行うこと。

② 効果が期待できないような項目は削除し、一つでも二つでも新たな取り組みを加え、スパイ

ラルアップを図ること。

③効率性と経済性を兼ね備えた新たな取り組みを模索すること。
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〇 消防法

危険物の貯蔵量に関しては、消防法上の指定数量を下回っていることを確認しております。

〇 放射性同位元素等障害防止法

放射性同位元素についても密封線源になりますが適正に管理しております。





発行日 2025年 6月 30日

対象期間 2024年4月1日～2025年3月31日

〒990-2473 山形県山形市松栄一丁目６番６８号
HP http://www.y-rikagaku.jp/
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